
新
島
襄
の
木
曾
紀
行

手
塚
竜
麿

か
ね
て
予
腿
読
中
の
『
新
島
襄
系
』
三
回
目
の
配
本
が
五
月
末
に
届

い
九
。
「
日
記
・
起
打
編
L
 
で
待
望
久
し
い
も
の
だ
っ
九
。
明
治
期
か
ら
邦

人
の
手
に
な
る
数
冊
の
新
島
伝
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
多
く
は
J
・
D
・
デ
ィ
ヴ

イ
ス
の
名
茗
を
嶬
本
に
し
て
い
て
、
新
島
の
日
記
を
と
り
い
れ
た
も
の
は
少

な
く
、
し
た
が
っ
て
、
帰
国
後
の
国
内
旅
行
の
全
容
を
伝
え
た
も
の
は
な
か

つ
た
。
「
日
記
・
紀
行
編
L
 
を
手
に
し
、
む
さ
ぼ
り
読
ん
だ
が
、
も
っ
と
も

感
雛
か
っ
た
の
は
、
明
治
十
五
年
七
月
は
じ
め
か
ら
九
月
中
旬
に
か
け
て

の
大
旅
打
の
記
挙
、
そ
の
前
後
に
試
み
ら
れ
た
伝
道
や
大
学
設
立
資
金
あ

つ
め
の
た
め
の
小
旅
行
に
は
み
ら
れ
な
い
紀
行
文
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た

も
の
で
、
名
文
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

京
都
を
出
発
し
て
中
仙
道
を
安
中
ま
で
辿
り
、
船
便
で
先
廻
り
し
て
い
た

八
重
夫
人
を
伴
い
、
夫
人
の
郷
里
会
津
若
松
を
た
ず
ね
、
更
に
横
井
時
雄
と

し
ら
*

共
に
山
形
県
の
白
布
高
湯
に
お
も
む
く
と
い
う
長
期
旅
行
だ
っ
た
。
こ
こ
で

は
そ
の
な
か
で
の
一
部
、
木
曾
路
だ
け
に
限
定
し
て
新
島
と
そ
の
一
行
の
足

跡
を
あ
と
づ
け
て
み
た
い
。
大
正
の
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
四
年
間
、

教
師
と
し
て
す
ど
し
た
士
地
で
も
あ
り
て
ゆ
か
り
深
い
か
ら
で
あ
る
。

京
都
出
発
の
際
の
同
行
者
は
五
人
。
四
十
歳
の
新
島
は
仲
々
の
健
脚
で
、

だ
れ
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
か
っ
た
。
京
都
で
暗
殺
さ
れ
た
小
楠
の
長
子
、
当

時
伊
勢
姓
を
名
の
る
横
井
時
雄
は
糊
の
質
で
行
脚
の
旅
は
苦
手
だ
っ
九
。

た
ま
九
ま
新
島
邸
に
泊
っ
て
い
た
徳
富
猪
一
郎
(
需
)
と
夏
期
休
暇
を
郷

里
安
中
で
す
ど
す
た
め
一
行
に
加
わ
っ
九
湯
浅
吉
郎
(
半
月
)
、
湯
浅
と
同

<
此
の
文
章
は
、
去
る
一
月
三
0
日
に
永
眠
さ
れ
た
佼
友
の
手
塚
竜
麿
氏

が
『
日
本
古
書
通
信
』
第
六
六
三
号
(
一
九
八
四
七
・
二
毛
に
発
表
さ

れ
、
最
後
の
御
魯
『
頂
き
愚
う
』
(
一
九
八
四
・
-
 
0
)
に
収
録
さ
れ

て
お
り
、
絶
筆
に
ち
か
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
部
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
 
1
本
誌
エ
ハ
ニ
ペ
ー
ジ
参
照
>

じ
く
上
級
コ
ー
ス
で
勉
学
中
の
奥
亀
太
郎
の
三
人
は
峡
栗
毛
に
た
え
ら
れ
た

下
諏
訪
で
別
れ
、
甲
州
の
家
郷
に
か
え
る
保
坂
七
之
介
は
最
年
少
の
在

、
、

学
生
な
の
に
胃
弱
で
お
荷
物
だ
っ
た
。

(
中
略
)

い
ま
か
ら
百
余
年
も
前
の
こ
と
で
中
央
線
も
ま
だ
開
通
し
て
お
ら
ず
、
自

然
美
も
破
壊
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
米
国
で
理
学
士
の
学
位
を
う
け
て
い
る

新
島
に
は
地
質
・
植
物
な
ど
の
ほ
か
架
橋
工
学
に
つ
い
て
も
理
解
が
あ
り
、

自
然
観
察
に
も
そ
の
片
鱗
が
み
ら
れ
る
。
「
実
二
繰
小
卜
云
べ
シ
」
と
た
た

け
ね

え
た
小
野
の
滝
に
つ
い
で
、
ふ
る
く
か
ら
あ
ぱ
れ
川
、
橋
杭
の
な
い
刎
僑
で

な
め

知
ら
れ
た
滑
川
と
滑
川
橋
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
此
川
ハ
源
ヲ
駒
ケ
嶽
ヨ
リ
発
ス
、
其
流
憙
ニ
シ
テ
恰
モ
滝
ノ
如
シ
。

僑
ハ
杭
ナ
シ
、
双
方
ヨ
リ
大
木
ヲ
カ
ケ
『
ア
ー
チ
』
ノ
如
ク
ナ
シ
、
其
ノ

上
二
僑
ヲ
架
シ
タ
ル
ナ
リ
長
サ
ニ
十
閲
水
上
ヲ
籬
ル
凡
二
十
間
、
是
モ

喜
観
卜
云
へ
キ
ナ
リ
、
此
橋
ノ
作
リ
方
ハ
何
レ
ヨ
リ
習
ヒ
タ
ル
ヤ
知
ラ

サ
レ
ト
モ
、
少
、
ソ
ク
人
智
ノ
里
ヲ
徴
ス
ル
ニ
足
ル
」

こ
の
あ
と
に
新
島
は
自
筆
の
橋
と
川
の
ス
ケ
ッ
チ
を
添
え
て
い
る
。
こ
の

あ
九
り
、
複
々
線
の
開
通
や
国
道
玲
号
線
の
拡
張
で
も
は
や
「
盤
会

観
」
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
新
島
の
観
察
に
は
歴
史
的
価
値
が
残
さ
れ
て
い

る
。
(
後
略
)
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